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年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
、
同
窓
会
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
各
位
の

並
々
な
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
元
年
は
、
皇
室
の
五
つ
の
即
位
の
儀
が
執
り

行
わ
れ
、
十
一
月
十
日
に
「
祝
賀
御
列
の
儀
」、
そ

の
後
十
四
日
と
十
五
日
に
大
嘗
祭
と
終
え
ら
れ
、
新

し
い
幕
開
け
の
即
位
の
儀
は
、
国
民
に
明
る
い
未
来

を
期
待
さ
せ
ま
す
。

令
和
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

半
年
後
に
迫
っ
た
こ
の
夏
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、

１
９
６
4
年
か
ら
半
世
紀
ぶ
り
の
開
催
で
あ
り
ま
す

が
、
酷
暑
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
特
に
マ
ラ
ソ

ン
・
競
歩
等
は
、
猛
烈
な
熱
さ
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道

路
で
の
競
技
と
な
り
ま
す
。
主
催
者
で
あ
る
東
京
都

は
、
専
門
家
を
交
え
熱
中
症
対
策
を
検
討
し
て
い
ま

し
た
が
、
突
然
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
偉
い
方
が
来
日
さ
れ
「
会

　
謹
賀
新
年

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
同
窓
会
会
長

中
　
條
　
眞
二
郎

場
を
札
幌
に
決
め
ま
し
た
の
で
札
幌
で
や
り
な
さ

い
」
と
寝
耳
に
水
の
話
が
舞
い
込
み
、
小
池
東
京
都

知
事
は
「
合
意
無
き
決
定
」
と
し
て
受
け
入
れ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

札
幌
会
場
決
定
は
、
よ
り
環
境
の
整
っ
た
フ
ィ
ー

ル
ド
で
行
う
選
択
で
す
か
ら
反
対
し
難
い
面
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
マ
ラ
ソ
ン
の
盛
ん
な
日
本
の
国
民

感
情
か
ら
す
る
と
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
華
と
思
っ
て

い
る
ヒ
ト
は
多
く
、
浅
草
雷
門
を
折
り
返
し
、
国
立

競
技
場
で
ゴ
ー
ル
の
テ
ー
プ
を
切
る
場
面
を
見
た

か
っ
た
と
思
う
人
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

残
念
で
あ
り
ま
す
が
札
幌
で
良
か
っ
た
と
思
わ
せ
る

素
晴
ら
し
い
大
会
に
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

本
館
が
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録

　

初
め
て
大
学
を
訪
問
す
る
人
は
、
古
風
な
バ
ル
コ

ニ
ー
を
く
ぐ
り
表
玄
関
の
階
段
を
上
り
本
館
に
入
る

と
、
白
壁
で
天
井
が
高
く
時
代
を
感
じ
さ
せ
る
建
物

だ
と
思
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
本
館
が
国
の
有
形

文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
の
文
化
財
制
度
の
種
別
は
、
6
項
か
ら
な
り
そ

の
中
で
、
有
形
文
化
財
の
項
に
は
重
要
文
化
財
の
国

宝
と
登
録
有
形
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。
登
録
有
形
文

化
財
建
造
物
は
、
50
年
を
経
過
し
た
歴
史
的
建
造
物

の
う
ち
、
一
定
の
評
価
を
得
た
も
の
を
文
化
財
と
し

て
登
録
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

母
校
本
館
は
、
皆
さ
ん
周
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
元
々
は
麻
布
区
役
所
庁
舎
で
１
９
０
9
年
竣
工

百
年
を
超
え
る
建
物
で
あ
り
ま
す
。
１
９
３
6
年
、

武
蔵
境
の
現
校
地
に
日
本
高
等
獣
医
学
校
の
校
舎
と

し
て
移
築
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
１
９
２
3

年
の
関
東
大
震
災
の
難
を
免
れ
、
第
二
次
大
戦
中
石

川
島
軍
需
工
場
と
間
違
わ
れ
米
軍
の
機
銃
掃
射
を
受

け
現
在
で
も
、
赤
い
ト
ン
ガ
リ
帽
の
屋
上
に
傷
跡
を

残
し
て
い
ま
す
。獣
医
学
科
だ
け
の
単
科
の
時
代
は
、

講
堂
と
大
講
義
室
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
が
、
学

科
増
設
に
よ
り
学
生
数
も
多
く
な
り
、
ま
た
木
造
の

欠
点
で
あ
る
床
の
傷
み
に
よ
り
多
人
数
収
容
す
る
用

途
に
は
危
険
な
建
物
と
な
り
、
現
在
は
、
一
階
は
守

衛
室
と
同
窓
会
事
務
室
、
二
階
は
博
物
館
の
役
目
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

本
館
は
、
時
代
時
代
の
入
学
生
を
桜
が
咲
く
こ
ろ

に
迎
え
、
梅
の
花
が
散
る
こ
ろ
卒
業
生
を
送
っ
て
き

ま
し
た
か
ら
、
卒
業
生
に
は
忘
れ
ら
れ
な
い
心
に
遺

る
校
舎
で
あ
り
ま
す
。

　

大
学
の
校
地
内
に
同
窓
会
会
館
を
建
設
す
る
敷
地

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
代
案
と
し
て
本

館
内
に
事
務
所
の
ス
ペ
ー
ス
を
法
人
か
ら
貸
与
し
、

同
窓
会
事
務
局
を
移
し
ま
し
た
が
、
本
館
が
登
録
文

化
財
と
な
り
ま
し
た
の
で
大
事
に
扱
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
心
配
す
べ
き
こ
と

が
二
つ
あ
り
ま
す
。耐
震
整
備
が
な
さ
れ
て
い
な
い
、

火
災
報
知
器
・
ス
プ
リ
ン
ク
ー
ラ
ー
等
の
防
火
施
設

が
整
備
さ
れ
て
な
い
こ
と
で
す
。
沖
縄
県
で
首
里
城

が
全
焼
し
ま
し
た
が
、
一
瞬
に
し
て
消
失
し
て
し
ま

う
火
災
の
恐
ろ
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
で
は
冷
暖
房
の
完
備
が
必
需
な
時
代
で
す

が
、
本
館
は
天
井
が
高
く
窓
は
気
密
性
が
悪
く
、
熱

効
率
の
非
常
に
悪
い
建
造
物
で
使
い
勝
手
の
悪
さ
か

ら
前
世
期
の
遺
物
的
な
言
わ
れ
よ
う
で
、
度
々
建
て

替
え
た
方
が
良
い
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
今

後
、
文
化
財
と
な
り
母
校
の
象
徴
的
な
建
物
と
し
て

存
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
同
窓
会
が
当

分
の
間
居
住
で
き
そ
う
で
す
か
ら
同
窓
生
誰
も
が
喜

ん
で
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ニ
チ
ジ
ュ
ウ
ふ
る
さ
とFESTIVAL

　

大
学
の
学
生
部
と
学
生
支
援
課
の
企
画
で
、
第
一

回
は
一
昨
年
6
月
に
、
九
州
・
沖
縄
出
身
の
学
生
と

地
域
出
身
の
教
職
員
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
回
目
は
、昨
年
11
月
13
日
に
同
窓
会
も
参
加
し
、

広
域
近
畿
地
区
出
身
学
生
と
教
職
員
を
対
象
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
開
催
の
目
的
は
、
学
生
と
卒
業
生
・
教
職
員

の
繋
が
り
か
ら
生
じ
る
広
報
活
動
、
地
方
の
就
職
斡

旋
な
ど
で
す
。

　

以
前
は
、
伝
統
的
に
県
人
会
と
し
て
学
生
主
導
で

上
級
生
が
新
入
生
歓
迎
を
兼
ね
て
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
学
生
の
出
身
分
布
が
首
都

圏
内
に
集
中
し
地
方
出
身
の
学
生
が
少
な
く
な
り
県

人
会
が
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
一
因
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
本
会
の
事
業
と
し
て
医
獣
祭
へ
の
参
加
支

援
が
母
校
の
企
画
し
た
「
ふ
る
さ
とFESTIVAL

」

と
協
賛
事
業
と
な
る
よ
う
に
図
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
同
窓
会
参
加
の
地
道
な
活
動
と
し
て
、
学

生
時
代
か
ら
同
窓
会
活
動
を
理
解
し
て
貰
う
こ
と
は

会
の
発
展
に
繋
が
る
一
里
塚
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

令
和
の
幕
開
け
早
々
様
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

が
、
会
員
皆
様
と
共
に
、
同
窓
会
・
母
校
の
発
展
に

尽
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
今
年
は
１
４
0
周
年
記
念
事
業
・
祝
賀
会
の

準
備
の
年
に
な
り
ま
す
が
、
何
卒
皆
様
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

会
員
皆
様
の
幸
多
い
年
と
な
り
、
生
涯
の
想
い
の

一
つ
に
残
る
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
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２
０
１
９
年
度
の
代
議
員
会
が
、
２
０
１
９
年
７

月
20
日
（
土
）
午
後
１
時
よ
り
母
校
Ｅ
棟
１
１
１
講

義
室
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
代
議
員
会
に
先
立
ち
、
午
前
10
時
よ
り
母

校
第
一
会
議
室
に
お
い
て
理
事
30
名
、
監
事
２
名
が

出
席
し
理
事
・
監
事
会
が
開
催
さ
れ
、
議
案
書
を
確

認
し
、
了
承
を
得
た
。

　

代
議
員
の
出
席
者
は
、
中
條
会
長
、
副
会
長
３
名
、

理
事
30
名
、
監
事
２
名
、
代
議
員
60
名
の
計
96
名
の

も
と
吉
田
事
務
局
長
の
司
会
に
よ
り
開
会
宣
言
が
さ

れ
た
。

中
條　

眞
二
郎
会
長
挨
拶

　

本
年
度
は
、
役
員
改
正
の
年
度
に
あ
た
り
、
重
要

な
予
算
関
係
と
事
業
関
連
の
承
認
事
項
も
多
く
、
ご

審
議
お
願
い
し
ま
す
。
本
代
議
員
会
の
開
催
時
期
に

つ
い
て
、
年
度
を
考
慮
す
る
と
四
月
開
催
が
望
ま
し

い
の
で
す
が
、
会
計
処
理
と
大
学
は
四
月
に
行
事
が

一
杯
で
す
の
で
現
行
を
ご
理
解
願
い
た
い
。
名
簿
発

送
の
件
は
、
個
人
情
報
の
遵
守
を
鑑
み
全
会
員
で
な

く
会
費
納
入
者
に
送
付
し
ま
し
た
。
但
し
、
希
望
者

は
事
務
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
二
〇
二
一
年
は
、

母
校
の
一
四
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。
多
く
の
会
員

方
々
と
関
係
者
方
々
と
お
祝
い
を
致
し
た
く
ご
参
加

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
学
校
法
人
日
本
医
科
大
学

　

坂
本
篤
祐
理
事
長
挨
拶

　

法
人
の
経
営
状
況
で
す
が
、
苦
し
い
時
期
が
続
き

ま
し
た
が
好
転
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
皆
様
の
ご

協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

人
数
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
私
学
の
女
性
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
。
教
育
だ
け
で
な
く
、
大
学
が
生
き

残
る
た
め
に
事
業
外
計
画
と
し
て
獣
医
療
で
収
入
を

得
て
、
獣
医
療
の
ト
ッ
プ
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。
そ

し
て
、
素
晴
ら
し
い
学
生
を
育
て
て
ほ
し
い
。

　

大
学
教
員
た
ち
も
一
丸
と
な
っ
て
大
学
を
盛
り
立

て
、
中
長
期
計
画
を
進
め
１
４
０
周
年
に
は
大
学
を

安
定
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
い
。
ぜ
ひ
と
も
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学　

阿
久
澤
良
造
学
長

　

学
生
数
で
す
が
３
月
に
院
生
含
め
３
７
４
名
が
卒

業
、
４
月
に
は
３
８
９
名
が
入
学
し
、
現
在
の
在
籍

者
数
は
１
７
９
４
名
で
す
。

　

創
立
１
５
０
周
年
に
向
け
た
中
長
期
計
画
を
２
年

前
に
作
成
、現
在
改
革
の
力
と
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

本
学
は
様
々
な
も
の
を
つ
な
ぐ
拠
点
と
し
て

Connect with the future

を
柱
と
し
て
進
め
る
。

今
年
度
は
中
長
期
計
画
の
１
つ
と
し
て
危
険
な
老
朽

化
施
設
を
な
く
す
た
め
に
本
館
（
１
号
棟
）、
第
二

校
舎
、
2
号
棟
、
３
号
棟
を
建
て
替
え
る
計
画
を
進

め
て
い
ま
す
。
１
号
棟
は
麻
布
市
役
所
と
し
て
竣
工

し
て
か
ら
１
１
０
周
年
、
木
造
の
築
１
１
０
年
の
建

物
は
非
常
に
希
少
な
た
め
武
蔵
野
市
と
東
京
都
と
も

に
有
形
文
化
財
と
し
て
申
請
中
で
す
。
決
定
さ
れ
た

際
に
は
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
研
究
、
社
会
貢
献
に
お
い
て
も
質
の
向
上
を

目
指
し
て
様
々
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。
教
育
に

つ
い
て
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
学
生
と

相
互
後
継
式
の
講
義
や
実
習
形
態
へ
と
変
化
し
て
い

ま
す
。
ま
た
学
生
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
研
究
に
つ
い
て
はone health for the 

world

を
理
念
と
し
、
生
命
・
食
・
環
境
を
つ
な
ぐ

拠
点
の
形
成
に
向
け
て
取
り
組
み
、
１
・
２
〜
１
・
８

倍
の
研
究
費
を
得
る
こ
と
に
成
功
い
た
し
ま
し
た
。

動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
は
日
本
医
科
大
学
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
つ
つ
、
労
働
環
境
の
改
善
、
リ
ニ
ア
ッ
ク

の
行
使
、
人
工
心
肺
装
置
の
導
入
が
実
現
い
た
し
ま

し
た
。
土
曜
診
療
が
始
ま
り
、
近
々
大
動
物
診
療
科

を
始
め
る
予
定
で
す
。

　

中
長
期
計
画
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
が
、
負
債
が

減
少
し
、
高
速
で
回
復
し
て
い
ま
す
。
こ
の
変
化
に

乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
に
、
成
果
を
出
し
、
前
進
を
続

け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

議
長
選
出

　

会
則
17
条
よ
り
出
席
し
て
い
る
代
議
員
か
ら
選

出
。
代
議
員
の
中
か
ら
立
候
補
者
を
募
っ
た
が
立
候

補
者
が
い
な
い
た
め
、
午
前
中
の
理
事
監
事
会
で
推

薦
さ
れ
た
候
補
者
が
中
條
会
長
か
ら
提
示
さ
れ
、
議

長
に
左
向
敏
紀
代
議
員
（
大
学
支
部
）、
副
議
長
に

吉
田
真
代
議
員
（
岐
阜
県
支
部
）
が
拍
手
で
承
認
さ

れ
た
。続
い
て
本
日
の
書
記
に
小
田
原
寧
々
さ
ん（
看

護
学
科
4
年
）、
議
事
録
署
名
人
に
片
岡
康
代
議
員

（
大
学
支
部
）、
生
野
沙
織
代
議
員
（
大
学
支
部
）
が

提
案
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

第
１
号
議
案

２
０
１
８
年
度
事
業
報
告
（
荻
野
総
務
理
事
）

　

２
０
１
８
年
度
は
、
新
し
い
会
則
と
規
定
に
よ
る

事
業
の
遂
行
に
努
め
ま
し
た
。
会
員
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
に
よ
り
事
業
が
滞
り
な
く
進
め
ら
れ
ま
し

た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

４
年
ご
と
の
名
簿
発
行
は
予
定
よ
り
発
行
が
遅
れ

ま
し
た
が
会
員
数
の
増
加
と
正
確
な
住
所
録
の
作
成

を
期
す
る
た
め
に
時
間
を
費
や
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
ま
た
、
個
人
情
報
の
流
出
を
防
止
す
る
改
善
策

を
常
務
会
で
度
々
検
討
し
会
則
に
則
っ
て
配
布
先
を

会
費
納
入
者
と
し
ま
し
た
。

　

１
４
０
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
の
準
備
と
し
て

記
念
誌
編
纂
作
業
の
遂
行
、
予
算
措
置
を
取
り
ま
し

た
。ま
た
、会
報
の
発
行
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
同

窓
会
と
母
校
の
情
報
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

１
、
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
同
窓
会
代
議
員
会

　
　

２
０
１
８
年
７
月
21
日
（
土
）
午
後
１
時
よ
り

　
　

母
校
Ｅ
棟
１
１
１
講
義
室
に
於
い
て

　
　

�

出
席
者
数
：
来
賓
２
名
、
顧
問
１
名
、
理
事
・

監
事
32
名
、
代
議
員
63
名
、
支
部
代
表
６
名

２
、
常
務
理
事
会
、
理
事
・
監
事
の
会
議
等

　
　

⑴�

理
事
・
監
事
会

　
　

⑵
常
務
理
事
会

　
　

⑶�

業
務
・
会
計
監
査
会

　
　

⑷
同
窓
会
会
則
改
正
委
員
会

　
　

⑸
会
報
編
集
会
議

　
　

⑹�

護
国
寺
定
例
挨
拶
訪
問

３
、
会
報
・
同
窓
会
名
簿
発
行

　
　

⑴
会
報
53
号
発
行
：
1 

0
、
６
９
８
名
へ
送
付

　
　

⑵
会
報
54
号
発
行
：
１ 

０
、
５
３
９
名
へ
送
付

　
　

⑶
２
０
１
８
年
度
同
窓
会
名
簿
発
行

４
、
主
な
行
事
へ
の
参
加

　
　

⑴�

母
校
入
学
式

　
　

⑵�

大
学
祭
期
間
に
同
窓
会
ブ
ー
ス
開
設

　
　

⑶�

母
校
職
員
と
の
懇
親
会

　
　

⑷�

母
校
学
位
授
与
式

　
　

⑸�

各
業
種
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
学
生
に
対
す
る
説

明
会

　
　

⑹�

２
０
１
８
年
度
支
部
会
、
連
合
会
へ
の
派
遣

５
、
そ
の
他

　
　

⑴�

２
０
１
８
年
度
梅
野
信
吉
賞
受
賞
者
に
副
賞

を
贈
呈

　
　

⑵
２
０
１
８
年
度
定
年
退
職
者
へ
記
念
品
贈
呈

　
　

⑶�

日
本
獣
医
師
会
全
国
大
会
（
神
奈
川
県
）
へ

の
支
援

　
　

⑷
準
会
員
へ
の
事
業

　
　
　

�

同
窓
会
会
長
賞

２
０
１
９
年
度
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
同
窓
会
代
議
員
会
を
開
催
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第
２
号
議
案

２
０
１
８
年
度
収
支
決
算
（
寺
田
経
理
理
事
）

２
０
１
８
年
度
一
般
会
計
収
支
計
算
書（
別
表
参
照
）

２
０
１
８
年
度
特
別
会
計
収
支
計
算
書（
別
表
参
照
）

正
味
財
産
増
減
計
算
書
（
別
表
参
照
）

賃
借
対
照
表
総
括
表
（
別
表
参
照
）

財
産
目
録
（
別
表
参
照
）

監
査
報
告
（
別
表
参
照
）

石
𥔎
監
事
よ
り
監
査
報
告
が
あ
っ
た
。

第
１
号
議
案
、第
２
号
議
案
は
拍
手
で
承
認
さ
れ
る
。

第
３
号
議
案

２
０
１
９
年
度
事
業
計
画
（
荻
野
総
務
理
事
）

　

5
月
１
日
よ
り
新
元
号
と
な
り
母
校
は
、
明
治
・

大
正
・
昭
和
・
平
成
・
令
和
の
５
元
号
に
亘
り
、
間

も
な
く
１
４
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
伝
統
あ
る

母
校
１
４
０
周
年
に
向
け
て
大
学
と
連
携
を
と
っ
て

準
備
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

会
則
改
正
の
趣
旨
を
会
員
に
周
知
し
て
頂
き
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
活
用
も
含
め
て
会
費
納
入
会
員

を
増
や
す
よ
う
に
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
、
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
同
窓
会
代
議
員

　

２
０
１
９
年
７
月
20
日
（
土
）
午
後
１
時
よ
り　

母
校
Ｅ
棟
１
１
１
講
義
室
に
於
い
て

２
、
２
０
１
９
年
度
理
事
・
監
事
会

　

２
０
１
９
年
７
月
20
日
（
土
）
午
前
10
時
よ
り

３
、
役
員
会
及
び
各
種
委
員
会
の
開
催

４
、
各
種
行
事
へ
の
参
加

５
、
支
部
会
強
化
活
動

　
　

⑴
支
部
総
会
へ
の
役
員
派
遣

　
　

⑵
そ
の
他

６
、
同
窓
会
会
報
発
行
：
会
報
55
号
、
56
号
の
発
行

７
、
創
立
１
４
０
周
年
記
念
誌
編
集
作
業

８
、
連
携
動
物
病
院
の
広
報
及
び
申
請
受
付

９
、
母
校
へ
の
支
援

　
　

⑴
梅
野
信
吉
賞
受
賞
者
へ
の
協
賛

　
　

⑵
創
立
１
４
０
周
年
記
念
事
業
へ
の
寄
付
活
動

１０
、
準
会
員
（
学
生
）
へ
の
事
業

　
　

⑴
入
学
記
念
品
贈
呈

　
　

⑵
卒
業
記
念
品
贈
呈

　
　

⑶
同
窓
会
会
長
賞
の
表
彰
・
記
念
品
の
贈
呈

　
　

⑷
大
学
祭
（
医
獣
祭
）
へ
の
支
援

　
　

⑸
就
職
活
動
へ
の
支
援

　
　

⑹
奨
学
生
候
補
者
の
選
考

１１
、
２
０
１
９
年
度
退
職
者
へ
の
記
念
品
贈
呈

１２
、�

母
校
主
催
、
支
部
主
催
の
学
会
・
講
演
会
な
ど

へ
の
支
援

１３
、
そ
の
他

第
４
号
議
案

２
０
１
９
年
度
収
支
予
算
（
寺
田
経
理
理
事
）

２
０
１
９
年
度
一
般
会
計
収
支
計
画
書（
別
表
参
照
）

２
０
１
９
年
度
特
別
会
計
収
支
計
画
書（
別
表
参
照
）

２
０
１
９
年
度
連
携
病
院
収
支
計
画
書（
別
表
参
照
）

第
３
号
議
案
、第
4
号
議
案
は
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

第
５
号
議
案

２
０
１
９
年
度
同
窓
会
役
員
改
選
（
中
條
会
長
）

１
、�

第
７
章
理
事
会
の
33
条
に
よ
る
新
顧
問
の
委
嘱

　
　

�

杉
山
公
宏
元
学
長
（
獣
医
６
期
）、
紺
野
耕
元

学
長
（
獣
医
８
期
）
を
顧
問
と
し
て
お
迎
え
し

た
い
。

２
、
２
０
１
９
年
度
同
窓
会
役
員
改
選
に
つ
い
て

　
　

�

理
事
立
候
補
者
と
監
事
立
候
補
者
を
所
属
支
部

長
か
ら
推
薦
す
る
理
事
・
監
事
を
各
ブ
ロ
ッ
ク

定
員
数
に
よ
り
届
け
出
用
紙
に
記
載
し
会
長
へ

提
出
さ
れ
、
議
長
に
よ
り
報
告
さ
れ
拍
手
で
承

認
さ
れ
た
。

新
任
理
事
（
敬
称
略
）

　

北
海
道　

清
水
茂
延

　

東
北　
　

大
橋
秀
一

　

関
東　
　

吉
田
勝
也
、
大
澤
正
俊
、
渋
谷
正
志

　
　
　
　
　

石
川
允
朗
、
篠
崎
隆
、
鎌
田
健
好

　

中
部　
　

青
木
和
男
、
前
田
敬
生
、
岡
田
俊
夫

　

近
畿　
　

清
水
弘
司
、
立
田
寿

　

中
国　
　

高
田
三
千
人

　

四
国　
　

岩
崎
靖

　

九
州　
　

中
村
完
治
、
福
岡
周
孝

　

大
学　
　

中
條
眞
二
郎
、
寺
田
厚
、
吉
田
孝
治
、

　
　
　
　
　

對
馬
宣
道
、
左
向
敏
樹
、
荻
野
勇
、

　
　
　
　
　

天
野
三
幸

　

獣
医　
　

小
山
秀
一
、
森
田
達
史
、
片
岡
康

　

看
護　
　

湯
本
典
夫
、
五
十
嵐
綾
乃
、
柚
原
亜
紀

　

動
物　
　

小
磯
孝
、
藤
原
伸
作
、
鈴
木
直
幸

　

食
品　
　

山
内
直
文
、
畠
山
仁
、
原
宏
佳

　
会
長
推
薦　

作
佐
部
隆
、
小
暮
一
雄
、
金
原
元
伸

　

監
事　
　

石
𥔎
孝
久
、
水
谷
渉
、
新
井
敏
郎

　
　
　

大
学
祭
（
医
獣
祭
）
へ
の
支
援

　
　
　

就
職
活
動
へ
の
支
援

　
　
　

�
入
学
祝
品

　
　
　

�
卒
業
祝
品

財
務
諸
表
に
対
す
る
注
記
（
別
表
参
照
）

会
費
納
入
状
況　

２
０
１
９
年
３
月
31
日
現
在
（
別

表
参
照
）

２
０
１
８
年
度
連
携
病
院
収
支
計
算
書（
別
表
参
照
）
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第 2号議案　2018年度収支決算
2018年度一般会計収支計算書

2018年 4 月 1 日から2019年 3 月31日まで
収入の部 （単位：円）

科　　目 予 算 額 決 算 額 差　異 摘　　要

1 �同窓会費収入 6,450,000 4,668,000 1,782,000本 年 度1,261口、2017年 度295口
2 �入 会 金 収 入 19,100,000 19,100,000 0 50,000円×382名
3 �諸 収 入 113,400 116,646△� 3,246

受 取 利 息 3,400 5,546△� 2,146普通預金利息99円、特別会計利息5,447円
寄 付 金 100,000 100,000 0祝い金等
雑 収 入 10,000 11,100△� 1,100会員より寄付など
当期収入合計（A）25,663,400 23,884,646 1,778,754
前 期 繰 越 金 2,199,426 2,199,426 0
収 入 合 計（B）27,862,826 26,084,072 1,778,754

支出の部
科　　目 予 算 額 決 算 額 差　異 摘　　要

1 �事 業 費 13,250,000 7,478,279 5,771,721

会 報 発 行 費 3,500,000 3,445,691 54,309
印刷会報53.54号273万円、
発送67万円、34.35号増刷4.5
万

名 簿 発 行 費 0 580,813 △580,813名簿要不要確認はがき印刷、発送費
事 業 推 進 費 800,000 0 800,000

支 部 助 成 費 800,000 618,200 181,800支部1394口42.5万、獣医師会神奈川・年次大会20万円

学 生 会 員 援 助 費 3,600,000 1,702,629 1,897,371入学祝品90.5万円、会長賞10万円、医獣祭70万円
同窓会会則発行費 3,000,000 414,936 2,585,064会則・規定印刷費
学 術 振 興 費 800,000 300,000 500,000梅野信吉賞30万円
就 職 対 策 費 200,000 90,000 110,000 OBOG訪問会謝礼金
渉 外 費 250,000 200,000 50,000法人・母校との懇親と渉外

慶 弔 費 300,000 126,010 173,990 2018年教職員祝品 3万円、弔事3件4.6万円、護国寺 5万円
2 �会 議 費 3,800,000 3,419,755 380,245
代 議 員 会 議 費 3,000,000 2,804,144 195,856代議員76名分旅費等
役 員 会 議 費 800,000 615,611 184,389役員旅費等
3 �事 務 費 4,800,000 4,122,631 677,369

事 務 手 当 2,800,000 2,691,409 108,591事務手当、アルバイト料、通勤費等
旅 費 1,000,000 671,500 328,500支部派遣
印 刷 費 200,000 161,112 38,888封筒、コピ－代等
通 信 費 250,000 129,857 120,143郵便料、電話代等
振 替・ 振 込
手 数 料 費 100,000 53,134 46,866郵便振替、銀行振込

器 具 備 品 費 100,000 144,800△� 44,800事務局パソコン一式
ホームページ管
理 運 営 費 100,000 140,400△� 40,400ホームページ管理料等

消 耗 品 費 150,000 105,485 44,515事務用品類、PCソフト代等
雑 費 100,000 24,934 75,066残高証明、お茶等
4 �特 別会計繰入金 5,766,421 5,781,567△� 15,146
名 簿 発 行
引 当 金 1,000,000 1,000,000 0

記 念 事 業 特
別 積 立 引 当 金 1,002,842 1,002,842 0

奨学基金引当金 11,044 11,044 0
創 立 140 周 年
記念積立引当金 3,000,000 3,000,000 0

減価償却引当金 752,535 767,681△� 15,146
5 �予 備 費 246,405 0 246,405  
当 期 支 出 合 計（C）27,862,826 20,802,232 7,060,594
当 期 収 支 差 額 (A)-(C) △�2,199,426 3,082,414△�5,281,840
次期繰越収支差額
（B）-（C） 0 5,281,840△ 5,281,840

2018年度特別会計収支計算書
2018年 4 月 1 日～2019年 3 月31日

（収入の部） （単位：円）
科　　目 予 算 額 決 算 額 差　　異 摘　　要

１．繰入金収入 5,767,504 5,781,567 △14,063
２ ．雑　収　入 4,003 5,447 △1,444利息は一般会計へ
当期収入合計（A） 5,771,507 5,787,014 △15,507
前期繰越額 64,487,102 64,487,102 0
収入合計（B） 70,258,609 70,274,116 △15,507

（積立金別の収入明細） （単位：円）

科　　目 名簿発行 記念事業特別積立 奨学基金 140周年記念基金 減価償却
１．繰入金収入 1,000,000 1,002,842 11,044 3,000,000 767,681
２ ．雑収入 349 4,765 333 0 0
当期収入合計（A） 1,000,349 1,007,607 11,377 3,000,000 767,681
前期繰越額 7,510,000 43,447,158 7,138,956 0 6,390,988
収入合計（B） 8,510,349 44,454,765 7,150,333 3,000,000 7,158,669

（支出の部） （単位：円）
科　　目 予 算 額 決 算 額 差　　異 摘　　要

１．繰入金取崩 0 0 0
２ ．その他支出 4,003 5,447△� 1,444
当期支出合計（C） 4,003 5,447△� 1,444
当期収支差額
（A）-（C） 5,767,504 5,781,567△� 14,063

次期繰越収支差額
（B）-（C） 70,254,606 70,268,669△� 14,063

（積立金別の支出明細） （単位：円）

科　　目 名簿発行 記念事業特別積立 奨学基金 140周年記念基金 減価償却
１．繰入金取崩 0 0 0 0 0
２ ．その他支出 349 4,765 333 0 0
当期支出合計（C） 349 4,765 333 0 0
当期収支差額
（A）-（C） 1,000,000 1,002,842 11,044 3,000,000 767,681

次期繰越収支差額
（B）-（C） 8,510,000 44,450,000 7,150,000 3,000,000 7,158,669

財　産　目　録
2019年 3 月31日

（単位：円）
科　　　　　目 金　　　　　額

Ⅰ．　資産の部
　 １．流動資産
　　（ １）現　　金 50,000
　　（ ２）普通預金 12,758,469
　　　①三菱UFJ銀行（一般会計） 1,237,425
　　　②三菱UFJ銀行（名簿発行積立金） 8,510,000
　　　③三菱UFJ銀行（奨学基金積立金） 11,044
　　　④三菱UFJ銀行（140周年記念積立金） 3,000,000
　　（ ３）定　期　預　金 51,588,956
　　　①三菱UFJ銀行（記念事業特別積立金）44,450,000
　　　②三菱UFJ銀行（奨学基金積立金） 7,138,956
　　（ ４）郵　便　振　替 7,975,055
　　（ ５）未 収 金 0
　　　　　　流動資産合計 72,372,480
　 ２ ．固定資産
　　（ １）土地建物 0
　　（ ２）その他の固定資産
　　　　　（什器備品及びパソコンなど） 6,802,998

　　　　　固 定 資 産 合 計 6,802,998
　　　　　　資 　産 　合 　計 79,175,478

Ⅱ．負債の部
　 １．流動負債
　　( １ ）未払金 0
　　( ２ ）前受金 0
　　　　　流動負債合計 0
　 ２．固定負債
　　（ １）名簿発行引当金 8,510,000
　　（ ２）記念事業特別積立引当金 44,450,000
　　（ ３）奨学基金引当金 7,150,000
　　（ ４）140周年基金引当金 3,000,000
　　（ 5）減価償却引当金 7,158,669
　　　　　固 定 負 債 合 計 70,268,669
　　　　　　負 　債 　合 　計 70,268,669
　　　　　　正 　味 　財 　産 8,906,809
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第 4号議案　2019年度収支予算
2019年度一般会計収支計算書

　2019年 4 月 1 日から2020年 3 月31日まで
収入の部 （単位：円）

科　　目 本年度予算額 前年度予算額 増　　減 摘　　要
1 �同窓会費収入 6,300,000 6,450,000△� 150,000本年度1900口、過年度200口
2 �入 会 金　 収 入 18,500,000 19,100,000△� 600,000 50,000円×370名
3 �諸 収 入 8,624,750 113,400 8,511,350
受 取 利 息 4,750 3,400 1,350
寄 付 金 100,000 100,000 0
名簿発行積立金取崩 8,510,000 0 8,510,000
雑 収 入 10,000 10,000 0
当期収入合計（A） 33,424,750 25,663,400 7,761,350
前期繰越金 5,281,840 2,199,426 3,082,414
収入合計（B） 38,706,590 27,862,826 10,843,764

支出の部
科　　目 本年度予算額 前年度予算額 増　　減 摘　　要

1 �事 業 費 19,600,000 13,250,000 6,350,000

会 報 発 行 費 5,500,000 3,500,000 2,000,000会報印刷、同窓会ニュース、発送等
名 簿 発 行 費 6,000,000 0 6,000,000名簿印刷、発送等
事 業 推 進 費 1,000,000 800,000 200,000各学科への援助
支 部 助 成 費 800,000 800,000 0 45支部分

学生会員援助費 4,700,000 3,600,000 1,100,000入学祝品130万円、卒業祝品260万円、医獣祭70万円、会長賞10万円
同窓会会則発行費 0 3,000,000 △3,000,000印刷、発送等

学 術 振 興 費 800,000 800,000 0梅野信吉賞30万円、博物館支援等
就 職 対 策 費 200,000 200,000 0学生会員就職対策
渉 外 費 300,000 250,000 50,000法人・母校との懇親と渉外等
慶 弔 費 300,000 300,000 0本学教職員祝品、弔事、護国寺等
2 �会 議 費 4,500,000 3,800,000 700,000
代 議 員 会 議 費 3,500,000 3,000,000 500,000代議員旅費等
役 員 会 議 費 1,000,000 800,000 200,000役員旅費等
3 �事 務 費 6,050,000 4,800,000 1,250,000

事 務 手 当 3,000,000 2,800,000 200,000事務手当、アルバイト料、通勤費等
旅 費 1,500,000 1,000,000 500,000支部派遣

印 刷 費 200,000 200,000 0封筒、コピ－代、振替用紙印刷等
通 信 費 300,000 250,000 50,000郵便料、電話代等
振替・振込手数
料 費 100,000 100,000 0郵便振替、銀行振込

器 具 備 品 費 500,000 100,000 400,000事務機器等
ホームページ管
理 運 営 費 200,000 100,000 100,000ホームページ管理料等

消 耗 品 費 150,000 150,000 0事務用品類
雑 費 100,000 100,000 0残高証明等
4 �特別会計繰入金 8,287,681 5,766,421 2,521,260
名簿発行引当金 10,000 1,000,000△� 990,000
記 念 事 業
特別積立引当金 4,500,000 1,002,842 3,497,158

奨学基金引当金 10,000 11,044△� 1,044
創立140周年記念
積 立 引 当 金 3,000,000 3,000,000 0

減価償却引当金 767,681 752,535 15,146
5 �予 備 費 268,909 246,405 22,504
当 期 支 出 合 計
（C） 38,706,590 27,862,826 10,843,764

当 期 収 支 差 額
（A）-（C） △�5,281,840△�2,199,426△�3,082,414

次期繰越収支差額
（B）-（C） 0 0 0

2019年度特別会計収支計算書
2019年 4 月 1 日～2020年 3 月31日

（収入の部） （単位：円）

科　　目 本年度予算額 前年度予算額 増　　減 摘　　要
１．繰入金収入 8,287,681 5,767,504 2,520,177
２ ．雑収入 4,660 4,003 657
当期収入合計（A） 8,292,341 5,771,507 2,520,834
前期繰越額 69,500,988 64,214,566 5,286,422
収入合計（B） 77,793,329 69,986,073 7,807,256

（積立金別の収入明細） （単位：円）

科　　目 名簿発行積立 記念事業特別積立 奨学基金 140周年記念基金 減価償却
１．繰入金収入 10,000 4,500,000 10,000 3,000,000 767,681
２ ．雑収入 60 3,900 570 130 0
当期収入合計（A） 10,060 4,503,900 10,570 3,000,130 767,681
前期繰越額 8,510,000 44,450,000 7,150,000 3,000,000 6,390,988
収入合計（B） 8,520,060 48,953,900 7,160,570 6,000,130 7,158,669

（支出の部） （単位：円）

科　　目 本年度予算額 前年度予算額 増　　減 摘　　要
１．繰入金取崩 8,510,000 0 8,510,000
２ ．その他支出 4,660 4,003 657
当期支出合計（C） 8,514,660 4,003 8,510,657
当期収支差額
（A）-（C） △� 222,319 5,767,504△�5,989,823

次期繰越収支差額
（B）-（C） 69,278,669 69,982,070△� 703,401

（積立金別の支出明細） （単位：円）

科　　目 名簿発行積立 記念事業特別積立 奨学基金 140周年記念基金 減価償却
１．繰入金取崩 8,510,000 0 0 0 0
２ ．その他支出 60 3,900 570 130 0
当期支出合計（C） 8,510,060 3,900 570 130 0
当期収支差額
（A）-（C） △�8,500,000 4,500,000 10,000 3,000,000 767,681

次期繰越収支差額
（B）-（C） 10,000 48,950,000 7,160,000 6,000,000 7,158,669

2019年度連携病院収支計算書

（収入の部） （単位：円）

科　　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減 摘　　要
前年度繰越金 108,036 99,036 9,000
本年度納入金 6,000 0 6,000 3,000円× 2
利 息 0 0 0
雑 収 入
合 計 114,036 99,036 15,000

（支出の部） （単位：円）

科　　目 予 算 額 決 算 額 増　減 摘　　要
　事務費 0 0 0
　　事務手当
　　通信費
　　雑費
　事業費 0 0 0
　　広報費
　予備費 0 0
　合　　　計 0 0 0
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同
窓
会
関
係
情
報

　

２
０
１
９
年
度
の
各
担
当
理
事
が
任
命
さ
れ
た
。

会　
　

長
：
中
條　

眞
二
郎
（
Ｖ
１２
）

副 

会 

長
：
獣
医 

作
佐
部　

隆　
（
Ｖ
１０
）

　
　
　
　
　

看
護 

湯
本　

典
夫　
（
Ｖ
１９
）

　
　
　
　
　

動
物 

小
礒　

孝　
　
（
Ｚ
２８
）

　
　
　
　
　

食
品 

山
内　

直
文　
（
Ｆ
１９
）

事
務
局
長
：
吉
田　

孝
治
（
Ｖ
１６
）

事
務
次
長
：
川
角　

浩
（
Ｖ
３４
）

総　
　

務
：
荻
野　

勇
（
Ｖ
１３
）

　
　
　
　
　

金
原　

元
伸
（
Ｖ
２２
）

経　
　

理
：
寺
田　

厚
（
Ｖ
１３
）

　
　
　
　
　

畠
山　

仁
（
Ｆ
４７
）

支
部
強
化
：
小
暮　

一
雄
（
Ｖ
２１
）

　
　
　
　
　

藤
原　

伸
作
（
Ｚ
２７
）

学
生
支
援
：
小
山　

秀
一
（
Ｖ
２８
）

　
　
　
　
　

五
十
嵐　

綾
乃
（
Ｎ
５７
）

　
　
　
　
　

柚
原　

亜
紀
（
Ｎ
５８
）

学
術
編
集
：
對
馬　

宣
道
（
Ｚ
２５
）

　
　
　
　
　

左
向　

敏
紀
（
Ｖ
２８
）

　
　
　
　
　

森
田　

達
志
（
Ｖ
３９
）

　

代
議
員
会
終
了
後
、
母
校
「
む
ら
さ
き
」
に
於
い

て
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。

　

多
く
の
代
議
員
が
参
加
し
、
ま
た
代
議
員
会
開
催

の
ア
ル
バ
イ
ト
の
学
生
も
参
加
し
た
。

　

そ
の
学
生
た
ち
も
準
会
員
で
あ
り
、
大
先
輩
た
ち

に
交
じ
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
会
話
を
楽
し
ん
で

い
た
が
、
終
了
時
間
と
な
り
、
惜
し
ま
れ
な
が
ら
も

解
散
と
な
っ
た
。

県
議
会
議
員
再
選

２
０
１
９
年
度　

新
役
員
が
決
定

２
０
１
９
年
代
議
員
会
懇
親
会
を
開
催

千
葉　

伝
氏
（
獣
医
21
）
岩
田
県
議
会
議
員
７
選
。

閉
会

議
長
団
が
解
散
し
、
吉
田
事
務
局
長
の
閉
会
宣
言
に

よ
り
閉
会
し
た
。

2018年度連携病院収支計算書
2018年 4 月 1 日～2019年 3 月31日

（収入の部） （単位：円）
科　　目 予算額 決算額 差　異 摘　要

本年度納入金 9,000 9,000 0 3000円× 3名
利 息 0 0 0
雑 収 入
合 計 9,000 9,000 0

（支出の部） （単位：円）
科　　目 予算額 決算額 差　異 摘　要

　事務費　 0 0 0
　　事務手当　
　　通信費
　　雑費
　事業費 0 0 0
　　広報費
　予備費 0 0
　合　　　 計 0 0 0
差引繰越予定 9,000 9,000 0

財産目録
科　　目 連携病院会計 計

資産の部
前期繰越額 99,036 99,036
当期繰入額 9,000 9,000
1 ．流動資産 108,036 108,036
1 ）現　金 0 0
2 ）普通預金 108,036 108,036
3 ）利　息 0 0
4 ）未収入金 0 0
2 ．固定資産 0 0
資産合計 108,036 108,036

負債の部
1．流動負債 0 0
1 ）未払金 0 0
2 )預り金 0 0
2 ．固定負債 0 0
1 ）連携病院事業積立金 0 0

負債合計 0 0
差引正味財産合計 108,036 108,036
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受
付
業
務
：
祝
祭
日
を
除
く
月
・
火
・
木
・
金
曜

日
の
午
前
11
時
か
ら
午
後
4
時
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
事
務
局
の
勤
務
は
一
人
体
制
で
、
業
務
で
外
出

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ご
注
意

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
な
ど
の
事
情
に
よ
り
表
題
の

件
は
２
０
２
０
年
6
月
27
日
（
土
）
に
変
更
と
な
り

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
支
部
長
あ
て
に
連
絡

い
た
し
ま
す
。

　

住
所
変
更
は
本
人
届
け
出
を
原
則
と
し
て
お
り
ま

す
。
会
報
が
宛
先
不
明
で
返
却
さ
れ
た
場
合
、
住
所

不
明
扱
い
に
な
り
ま
す
。
住
所
変
更
届
け
出
用
紙
は

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
し
て
く
だ
さ
い
。

　

派
遣
人
選
は
依
頼
順
に
事
務
局
で
調
整
し
て
お
り

ま
す
。
支
部
か
ら
派
遣
希
望
者
へ
直
接
依
頼
し
た
場

合
は
同
窓
会
か
ら
の
経
費
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

本
会
の
事
業
は
会
員
の
納
入
会
費
（
年
間
３
０
０

０
円
）
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
お
り
、
原
則
と
し
て

支
部
一
括
納
入
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
諸
事
情
に

よ
っ
て
一
括
徴
収
が
出
来
な
い
支
部
が
あ
り
ま
す
。

一
括
納
入
支
部
の
会
員
に
は
会
費
払
込
取
扱
票
を
同

封
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
支
部
か
ら
の
連
絡
に
従
っ

２
０
２
０
年
度
代
議
員
会
開
催
予
告

住
所
変
更
の
届
け
出

支
部
総
会
へ
同
窓
会
本
部
か
ら
の
派
遣
依
頼
に
つ
い
て

同
窓
会
会
費
納
入
の
お
願
い

て
納
入
願
い
ま
す
。
一
括
徴
収
が
不
可
能
な
支
部
の

会
員
に
は
個
人
払
込
票
を
同
封
し
て
お
り
ま
す
。
郵

便
局
か
ら
振
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。
払
込
取
扱
票

に
は
所
属
、
氏
名
、
住
所
を
お
忘
れ
な
く
記
入
願
い

ま
す
。
個
人
払
込
取
扱
票
が
必
要
な
方
は
同
窓
会
事

務
局
へ
連
絡
願
い
ま
す
。

　

手
続
き
窓
口
は
同
窓
会
事
務
局
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
申
請
用
紙
、
詳
細
に
つ
い
て
は
同
窓
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

同
期
会
、
研
究
室
同
窓
会
、
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
会

同
窓
会
な
ど
の
開
催
報
告
を
投
稿
し
て
下
さ
い
。
３
０

０
字
程
度
で
写
真
は
電
子
版
（
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
）
で
お
願
い

し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
会
報
に
掲
載
し
ま
す
が
、

紙
面
の
制
約
で
編
集
会
議
に
て
採
用
を
決
定
し
ま
す
。

　

国
会
議
員
、
市
長
村
長
、
市
議
会
等
へ
選
出
・
再

選
さ
れ
た
方
。
叙
勲
を
授
賞
さ
れ
た
方
。
他
大
学
で

博
士
号
を
授
与
さ
れ
た
方
。
逝
去
さ
れ
た
会
員
等
。

　

医
獣
祭
期
間
の
11
月
２
・
３
日
に
同
窓
会
会
議
室

に
同
窓
会
ブ
ー
ス
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
に
発
行
さ
れ
た
同
窓
会
名
簿
に
誤
っ

た
届
出
に
よ
り
Ｖ
23
期
の
宇
賀
神
氏
に
誤
記
載
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
こ
に
お
詫
び
申
し
上
げ
訂
正
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

Ｖ
２３
期　

宇
賀
神　

源
一
氏　

栃
木
県
那
須
塩
原
市
。

母
校
附
属
動
物
病
院
と
の
連
携
動
物
病
院
の
申
請

会
報
へ
の
投
稿
依
頼

次
に
該
当
す
る
会
員
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
を

第
四
回
医
獣
祭
に
同
窓
会
ブ
ー
ス
を
開
設

お
詫
び

事
務
局
だ
よ
り

藤
巻
　
勤

　

２
０
１
９
年
８
月
１
日
に
甲
府
市
内
の
小
島
精
肉

店
で
２
０
１
９
年
度
支
部
総
会
及
び
懇
親
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
本
部
か
ら
新
井
先
生
に
御
臨
席
い
た
だ

き
、
大
学
の
近
況
、
今
後
の
課
題
な
ど
情
報
提
供
い 

た
だ
き
、
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
梨
県
支
部
総
会

人
見
　
誠

　

２
０
１
９
年
８
月
31
日
、
母
校
か
ら
左
向
敏
紀
先

生
を
お
迎
え
し
、
京
都
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
に
お
い
て
支

部
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
前
に
左
向
先
生
に
「
犬
と
猫
の
甲
状
腺
疾
患

を
極
め
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
セ
ミ
ナ
ー
を
し
て
い

た
だ
き
、
２
時
間
ほ
ど
勉
強
が
で
き
ま
し
た
。

京
都
府
支
部
総
会

　

17
時
15
分
か
ら
の
支
部
総
会
で
は
、
吉
田
修
支
部

長
の
挨
拶
の
後
、
芝
常
照
先
生
か
ら
７
月
20
日
に
開

催
さ
れ
た
母
校
代
議
員
会
の
報
告
と
問
題
提
起
、
左

向
敏
紀
先
生
か
ら
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
母
校
の
現
状

や
同
窓
会
の
状
況
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
は
会
費
納
入
者
42
名
中
、
参
加
者
11
名
、
委

任
状
14
名
で
会
員
の
過
半
数
を
超
え
て
お
り
ま
し
た

の
で
成
立
。
議
案
と
し
て
、
事
務
局
の
人
見
誠
か
ら

平
成
30
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
会
計
報
告
、
令
和
元

年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

次
に
今
後
の
同
窓
会
活
動
の
検
討
事
項
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。
代
議
員
選
出
・
新
規
加
入
者
・

会
則
変
更
・
近
畿
地
区
合
同
同
窓
会
開
催
に
つ
い
て

様
々
な
意
見
が
出
て
、
よ
り
良
い
方
向
に
発
展
し
て

行
け
る
よ
う
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
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山
本
　
憲
次

　

２
０
１
９
年
10
月
６
日
に
第
２

回
目
の
同
期
会
を
、日
本
三
名
泉
、

日
本
三
古
泉
で
あ
る
有
馬
温
泉
の

有
馬
御
苑
に
お
い
て
、
総
勢
33
名

の
参
加
に
よ
り
盛
大
に
開
催
し
ま

し
た
。

　

中
に
は
卒
業
し
て
44
年
振
り
に

会
っ
た
仲
間
も
い
て
、
初
め
は
誰

だ
か
分
か
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、

し
ば
ら
く
す
る
と
皆
が
学
生
時
代

に
戻
り
、
懐
か
し
か
っ
た
思
い
出

を
肴
に
楽
し
い
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。

　

懇
親
会
で
は
、
全
員
に
よ
る
近

況
報
告
や
元
合
唱
団
赤
と
ん
ぼ
の

メ
ン
バ
ー
と
全
員
が
大
学
学
歌
を

斉
唱
す
る
等
、
宴
は
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
次
回
の
幹
事
は
東
京
在

住
の
人
に
お
願
い
し
、
早
い
人
が

古
希
と
な
る
2
年
後
に
全
員
で
再

開
の
約
束
を
し
て
、
会
を
終
了
し

ま
し
た
。
終
了
後
も
、
各
部
屋
で

い
つ
ま
で
も
楽
し
い
会
話
は
続
き

ま
し
た
。
参
加
で
き
な
か
っ
た
人

も
、
次
回
は
是
非
参
加
を
待
っ
て

い
ま
す
。

23
期
の
仲
間
は
最
高
〜
デ
ー
ス
。

笠
井
　
潔

　

２
０
１
９
年
９
月
７
日
（
土
）
午
後
４
時
か
ら

笠
間
市 

割
烹 
須
藤
魚
店
に
て
令
和
元
年
度 

茨
城
県

支
部
総
会
及
び
懇
親
会
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
同
窓
会 

中
條
眞
二
郎

会
長
に
も
出
席
を
頂
き
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

吉
川
　
健

　

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
同
窓
会
岩
手
県
支
部
で

は
、
２
０
１
９
年
11
月
16
日
に
盛
岡
市
繁
に
於
い
て

支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
と
支
部
組
織
の
強
化
策
、
獣
医
学
科
以

外
の
同
窓
生
の
参
集
方
法
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し

た
。

茨
城
県
支
部
総
会

岩
手
県
支
部
総
会

獣
医
学
科
23
期
同
窓
会
の
開
催
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西
尾
　
静
子

　

１
９
６
１
年
３
月
、
日
本
獣
医
畜
産
大
学
を
卒
業

し
た
私
た
ち
は
、
２
０
１
９
年
９
月
を
も
っ
て
９
期

同
期
会
の
閉
会
を
決
め
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
最
終
回
は
本
年
９
月
17
日
に
山
梨
県
甲

州
市
で
開
催
し
19
名（
ご
夫
妻
4
組
）が
集
い
ま
し
た
。

　

ふ
り
か
え
れ
ば
、
終
戦
の
混
乱
を
引
き
ず
っ
た
中

な
が
ら
も
、
希
望
を
持
っ
て
入
学
し
、
卒
業
後
は
名

実
と
も
に
日
本
の
復
興
再
建
に

尽
力
し
た
年
代
で
す
。
こ
の
た

め
、
当
初
は
同
期
会
に
集
ま
る

余
裕
も
な
く
欠
席
者
の
多
い
時

代
も
あ
り
ま
し
た
が
、
定
期
的

に
全
国
各
地
で
同
期
会
が
開
催

さ
れ
、
旧
交
を
温
め
て
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

北
海
道
は
函
館
な
ど
複
数

回
、
奥
入
瀬
、
弘
前
、
秋
田
、

伊
勢
、
大
阪
、
箱
根
、
静
岡
、

山
梨
、
な
ど
な
ど
思
い
出
は
つ

き
ま
せ
ん
。
東
京
で
の
開
催
時

に
は
、
何
十
年
か
ぶ
り
に
母
校

を
訪
問
、
現
名
誉
学
長
・
池
本

卯
典
先
生
か
ら
大
学
の
発
展
報

告
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

先
日
、山
梨
の
会
の
帰
途
に
、

中
央
線
の
車
窓
か
ら
「
武
蔵
境

駅
」
を
通
過
途
中
に
母
校
が
見

え
て「
あ
っ　

日
獣
だ
！
立
派
に

な
っ
た
な
！
！
」
の
声
が
上
が

り
、校
舎
が
涙
で
滲
み
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
寄
る
年
波
で
公
式

大
学
９
期
同
期
会　

報
告

五
四
期
会
（
畜
産
３１
期
）　

報
告

高
梨
　
庸
一

　

入
学
が
昭
和
５４
年
４
月
な
の
で
「
五
四
期
会
」（
ご

し
き
か
い
）
と
命
名
し
て
お
り
ま
す
。

　

入
学
年
度
が
同
じ
で
も
卒
業
年
度
が
異
な
る
者
も

こ
の
会
に
は
参
加
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
た
め
五
四
期
会

と
呼
ん
で
お
り
ま
す
。
来
賓

に
は
、
担
任
の
紺
野
先
生
に

毎
回
出
席
戴
い
て
お
り
ま
し

た
が
、
今
回
は
都
合
に
よ
り

欠
席
で
し
た
。

　

２
０
１
９
年
に
な
り
、
一

浪
の
皆
さ
ん
が
還
暦
を
迎
え

る
に
当
た
り
「
還
暦
五
四
期

会
」
と
称
し
、
曳
舟
の
「
絆
」

に
於
い
て
浅
田
先
生
を
お
迎

え
し
２５
名
の
参
加
で
行
い
ま

し
た
。

　

２
０
１
９
年
９
月
１５
日
１２

時　

開
会
の
後
、
物
故
者
へ

の
黙
禱
、
紺
野
先
生
の
手
紙

紹
介
、
浅
田
先
生
の
乾
杯
か

ら
参
加
者
の
近
況
報
告
、
参

加
が
叶
わ
な
か
っ
た
人
の
近

況
写
真
報
告
、
岐
阜
県
豚
コ

レ
ラ
の
報
道
等
４
時
間
で
は

短
過
ぎ
ま
し
た
。
中
締
め
前

に
絆
の
マ
ス
タ
ー
に
よ
る
生

演
奏
で
、
学
歌
を
斉
唱
し
２

次
会
、
３
次
会
、
４
次
会
は

そ
れ
ぞ
れ
の
少
人
数
で
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。

　

神
戸
、
山
形
か
ら
も
日
帰
り
で
参
加
し
て
く
れ
ま

し
た
。
次
回
の
幹
事
も
決
ま
り
早
速
計
画
に
入
る
と

か
、
１１
月
の
学
祭
が
意
見
交
換
会
と
の
ラ
イ
ン
が
入

り
ま
し
た
。

な
同
期
会
は
閉
幕
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
可
能

な
か
ぎ
り
有
志
で
声
か
け
を
し
て
毎
年
集
ま
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
皆
80
歳
を
越
し
ま
し
た
の
で
今
後
は

健
康
管
理
が
最
優
先
で
す
。

　

長
年
に
わ
た
り
同
期
会
の
幹
事
を
引
き
受
け
て
各

地
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
会
を
開
催
し
て
下
さ
っ
た
皆

様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
の
大
学
お
よ
び
同

窓
会
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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母
校
近
況庶

務
課

○
新
任

　
（
２
０
１
９
年
１０
月
１
日
付
）

　

助
手

　
　

阿
江　

理
恵
子

（
付
属
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
）

○
異
動

　
（
２
０
１
９
年
１１
月
１
日
付
）

　

助
教

　
　

関　

瀬
利

（
獣
医
保
健
看
護
学
臨
床
部
門
）

○
退
職

　
（
２
０
１
９
年
７
月
３１
日
付
）

　

助
教

　
　

樺
山　

実
幸（

獣
医
解
剖
学
）

教
員
人
事

２０20年度 日本獣医生命科学大学入学試験の抜粋案内
入試課

一般入学試験は全区分全学科で併願が可能です。出願期日の間近な試験日もあります。
詳細については入試課〔電話：０４２２─３１─４１５１（代）〕まで問い合わせてください。　

入試
種別 学部 学科 試験日 試験

会場 選抜方法等 Web出願期間

特
別
選
抜

（
学
士
）

獣医学部 獣医学科

【一次試験】
2月 6日（木）
【二次試験】
※一次合格者のみ
2 月22日（土）

本学

書類審査…「履歴書」・「志望理由書」・「成績証明書」等
面接…目的意識等についての口頭試問
小論文…400 字以内／60 分
学力試験（記述試験）
「英語」・「生命科学関連科目」… 2科目／90分
※一次試験（小論文・学力試験）合格者に二次試験（面接）
を実施します。

1月 4日（土）～
1月23日（木）

セ
ン
タ
ー
試
験
利
用

（
第
１
回
）

獣医学部

獣医学科

1月18日（土）
1月19日（日）

センター試験
指定各会場

国語（近代以降の文章のみ利用）
数学（数学Ⅰ・Ａ）
理科（生物）または（化学）
外国語（英語（筆記））

1月 4日（土）～
1月17日（金）獣医保健

看護学科
数学（数学Ⅰ・Ａ）
理科（生物）または（化学）
外国語（英語（筆記））

応用生命
科学部

動物科学科 国語（近代以降の文章のみ利用）または数学（数学Ⅰ・Ａ）
理科（生物）または（化学）
外国語（英語（筆記））食品科学科

セ
ン
タ
ー
試
験
利
用

（
第
２
回
）

応用生命
科学部

動物科学科
1月18日（土）
1月19日（日）

センター試験
指定各会場

国語（近代以降の文章のみ利用）または数学（数学Ⅰ・Ａ）
理科（生物）または（化学）
外国語（英語（筆記））

2月14日（金）～
2月23日（日）

食品科学科

一
般
（
第
1
回
）

［
独
自
試
験
方
式
］

獣医学部
獣医学科

2月 5日（水）
本学
大阪
福岡
仙台

英語（コミュニケーション英Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・英語表現Ⅰ）必須
数学（数学Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂ）必須
生物（生物基礎・生物）化学（化学基礎・化学）から 1科目選択

1月 4日（土）～
1月23日（木）

獣医保健
看護学科 英語（コミュニケーション英Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・英語表現Ⅰ）必須

数学（数学Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂ）生物（生物基礎・生物）
化学（化学基礎・化学）から 1科目選択

応用生命
科学部

動物科学科

食品科学科
英語（コミュニケーション英Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・英語表現Ⅰ）
数学（数学Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂ）生物（生物基礎・生物）
化学（化学基礎・化学）から ２科目選択

一
般
（
第
2
回
）

［
セ
ン
タ
ー
試
験
併
用
方
式
］

獣医学部
獣医学科

2月 6日（木）
※�1 月18日（土）・ 1 月19
日（日）のセンター試験
を必ず受験してください

本学
大阪
福岡
仙台

センター試験英語（筆記）必須
センター試験数学（数学Ⅰ・A、数学Ⅱ・Ｂ）必須
生物（生物基礎・生物）化学（化学基礎・化学）から 1科目選択

1月 4日（土）～
1月17日（金）

獣医保健
看護学科

応用生命
科学部

動物科学科
センター試験英語（筆記）必須

センター試験国語（近代以降の文章のみ）　　　
　　　　　または
センター試験数学（数学Ⅰ・A、数学Ⅱ・Ｂ）　どちらか必須

生物（生物基礎・生物）化学（化学基礎・化学）から 1科目選択
食品科学科

一
般
（
第
３
回
）

［
独
自
試
験
方
式
］

獣医学部
獣医学科

3月 2日（月） 本学

英語（コミュニケーション英Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・英語表現Ⅰ）必須
数学（数学Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂ）必須
生物（生物基礎・生物）化学（化学基礎・化学）から 1科目選択

2月14日（金）～
2月23日（日）

獣医保健
看護学科

英語（コミュニケーション英Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・英語表現Ⅰ）必須
数学（数学Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂ）生物（生物基礎・生物）
化学（化学基礎・化学）から 1科目選択

応用生命
科学部

動物科学科

食品科学科
英語（コミュニケーション英Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・英語表現Ⅰ）
数学（数学Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂ）生物（生物基礎・生物）
化学（化学基礎・化学）から ２科目選択
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学
生
支
援
課

　

２
０
１
９
年
11
月
1
日
（
金
）
〜
11
月
３
日
（
日
）

に
本
学
に
お
い
て
、第
４
回
医
獣
祭
が
開
催
さ
れ
た
。

　

日
本
医
科
大
学
と
の
合
同
開
催
も
４
回
目
と
な
っ

た
今
回
の
テ
ー
マ
は「
梅
花
の
宴
」。
新
元
号
と
な
っ

た
「
令
和
」
の
も
と
と
な
っ
た
万
葉
集
の
歌
に
あ
る

序
文
か
ら
引
用
し
た
と
の
こ
と
。
元
号
が
変
わ
っ
て

初
め
て
の
医
獣
祭
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
医
科
大
学

と
も
連
携
を
よ
り
強
固
に
し
、
力
を
合
わ
せ
て
『
新

し
い
時
代
』
の
『
新
し
い
医
獣
祭
』
を
作
っ
て
い
こ

う
と
い
う
思
い
が
こ
の
テ
ー
マ
に
込
め
ら
れ
て
い

る
。

　

本
年
は
一
時
雨
に
見
舞
わ
れ
た
時
間
が
あ
り
な
が

ら
も
、3
日
間
合
計
７
、２
４
０
名
の
来
場
者
と
な
っ

た
。 ２

０
１
９
年

　

第
４
回
医
獣
祭
が
開
催
さ
れ
た

学
生
支
援
課

　

２
０
１
９
年
10
月
23
日
（
水
）
武
蔵
野
陸
上
競
技

場
に
お
い
て
、令
和
元
年
度
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
た
。

日
本
医
科
大
学
１
年
生
も
交
え
た
合
同
開
催
の
形
式

も
今
回
で
3
回
目
と
な
り
、
部
活
や
研
究
室
を
中
心

と
し
た
約
３
５
０
名
の
学
生
が
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て

競
い
合
っ
た
。

　

近
年
ま
れ
に
み
る
晴
天
の
中
、
恒
例
の
綱
引
き
や

障
害
物
競
争
、玉
入
れ
等
の
各
種
競
技
が
行
わ
れ
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
の
リ
レ
ー
決
勝
で
は
熱
い
戦
い
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
大
歓
声
の
中
、
両
大
学
の
親
交
を
さ

ら
に
深
め
た
一
日
と
な
っ
た
。

２
０
１
９
年
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
た

�
学
生
支
援
課 

課
長 

清
水
謙
一

　

２
０
１
９
年
７
月
５
日（
金
）１７
時
よ
り
学
食「
む

ら
さ
き
」
で
、
同
窓
会
協
賛
に
よ
り
各
界
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
若
手
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
８
人
を
お
招
き
し
、
学

内
で
の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
訪
問
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
中
條
同
窓
会
長
の
ご
挨
拶
を
頂

き
大
学
の
歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
ご
協
力
頂
い
た
先
輩
た
ち
は
、
獣
医
学
科
か

ら
農
林
水
産
省
・
㈱
エ
ー
ザ
イ
、
獣
医
保
健
看
護
学

科
か
ら
い
な
ば
食
品
㈱
・
フ
ジ
タ
製
薬
㈱
・（
一
財
）

日
本
食
品
分
析
セ
ン
タ
ー
、
動
物
科
学
科
か
ら
㈱
プ

リ
マ
ハ
ム
・
森
永
酪
農
販
売
㈱
、
食
品
科
学
科
か
ら

同
窓
会
協
賛

「
学
内
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ 

訪
問
会
」

開
催
報
告

中
村
屋
㈱
の
方
々
で
す
。

　

参
加
し
た
就
活
生
た
ち
は
社
会
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
先
輩
た
ち
か
ら
多
く
の
収
穫
を
得
ら
れ
、
就
活
へ

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

引
続
き
同
窓
会
と
の
連
携
を
深
め
つ
つ
キ
ャ
リ
ア

支
援
を
推
進
し
て
ゆ
く
所
存
で
す
。
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�

事
務
局
事
務
部
庶
務
課

　

１０
月
３０
日
（
水
）
１２
時
３０
分
よ
り
、
第
一
校
舎
中
庭
の
「
仁
畜
之
碑
」
前
に

て
、
２
０
１
９
年
度
動
物
慰
霊
祭
が
無
宗
教
献
花
方
式
に
て
し
め
や
か
に
執
り

行
わ
れ
た
。

　

参
加
者
全
員
で
動
物
の
霊
を
弔
う
た
め
の
黙
祷
が
行
わ
れ
た
後
、
清
水
一
政

学
長
か
ら
、「
あ
ら
た
め
て
実
験
動
物
の
役
割
と
そ
の
貢
献
を
認
識
し
、
犠
牲

と
な
っ
た
多
く
の
動
物
達
に
心
か
ら
感
謝
の
意
を
捧
げ
た
い
」
と
の
追
悼
の
こ

と
ば
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

続
い
て
、
学
生
を
代
表
し
て
伊
藤
由
莉
奈
学
友
会
会
長
か
ら
、「
私
達
は
動

物
と
接
す
る
に
当
た
り
常
に
学
生
と
し
て
学
ぶ
目
的
を
明
確
に
持
ち
続
け
る
と

と
も
に
、
真
摯
な
態
度
と
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
善
良
な
獣
医
師
・
動
物

２
０
１
９
年
度　

動
物
慰
霊
祭
が
挙
行
さ
れ
た

　

お
笑
い
タ
レ
ン
ト
を
招
い
て
の
お
笑
い
ラ
イ
ブ
、

音
楽
系
団
体
の
合
唱
や
演
奏
、
ダ
ン
ス
系
サ
ー
ク
ル

の
ス
テ
ー
ジ
、
研
究
室
や
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
の
展

示
発
表
、
毎
年
恒
例
の
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ー
等
、
非
常
に

盛
り
上
が
り
有
意
義
な
３
日
間
が
終
了
し
た
。

看
護
師
・
生
命
科
学
者
と
し
て
育
つ
こ
と
で
動
物
の

慰
霊
と
報
恩
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
の

哀
悼
の
意
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

最
後
に
、
清
水
学
長
、
田
﨑
獣
医
生
命
科
学
研
究

科
長
、
小
山
獣
医
学
部
長
、
藤
澤
応
用
生
命
科
学
部

長
、
藤
田
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
院
長
、
吉
村
牧
場
長
、

袴
田
生
命
科
学
共
同
研
究
施
設
長
、
藤
平
動
物
実
験

委
員
長
、
伊
藤
学
友
会
会
長
の
指
名
献
花
、
教
職
員
・

学
生
等
が
学
術
の
発
展
の
た
め
、
教
育
・
研
究
に
貢

献
し
た
数
多
く
の
動
物
に
感
謝
の
念
を
捧
げ
、
付
属

医
療
セ
ン
タ
ー
で
治
癒
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
動
物

の
御
霊
と
と
も
に
、
こ
の
１
年
間
に
亡
く
な
っ
た
す

べ
て
の
動
物
に
対
し
て
哀
悼
の
意
を
捧
げ
た
。
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新
年
の
ご
挨
拶

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学　

学
長　

清
水
一
政

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
同
窓
会

の
皆
様
に
は
健
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
は
１
８
８
１
年
の
開
学

以
来
、
時
代
の
要
請
に
呼
応
し
て
校
地
の
移
転
や
校

名
変
更
、
新
学
部
の
設
置
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
正
、

老
朽
化
し
た
校
舎
の
建
替
え
、
Ｉ
Ｔ
設
備
の
導
入
、

入
試
制
度
の
改
革
等
を
断
行
し
て
き
ま
し
た
が
、
我

が
国
の
教
育
研
究
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
の
変
化
は
目

覚
ま
し
く
、
少
子
高
齢
化
、
知
識
基
盤
社
会
・
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
進
展
、
大
学
行
政
の
規
制
緩
和
、
そ
し
て

国
家
戦
略
特
区
に
よ
る
獣
医
学
部
の
新
設
な
ど
に
よ

り
、
一
層
厳
し
く
な
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
大
学
を
取
り
巻
く
状
況
の
中
で
私
た

ち
は
、
社
会
に
支
持
さ
れ
る
大
学
で
あ
り
続
け
る
た

め
に
教
育
研
究
の
質
の
保
証
・
向
上
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
大
学
改
革
を
不
断
の
取
組
み
と
す
る
た
め

の
設
計
図
と
し
て
「
中
長
期
計
画
」
を
策
定
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

１
．
ニ
チ
ジ
ュ
ウ
ミ
ラ
イ
図

　
　
　
　
　
　

２
０
１
６
─
２
０
３
1

　

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
の
未
来
の
設
計
図
と
し

て
ニ
チ
ジ
ュ
ウ
ミ
ラ
イ
図
と
名
付
け
た
中
長
期
計
画

は
２
０
３
１
年
に
迎
え
る
創
立
１
５
０
周
年
を
見
据

え
、
大
学
の
基
幹
と
な
る
「
建
学
の
精
神
」「
理
念
」

「
使
命
・
目
的
」
を
再
確
認
し
、
本
学
の
責
務
を
社

会
に
宣
誓
す
る
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
」

や
15
年
後
の
本
学
の
将
来
像
「
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
そ
れ

を
実
現
す
る
た
め
の
重
点
施
策
及
び
中
期
事
業
計
画

「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
か
ら
構
成
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
み
を
２
０
１
６
年
12
月
よ
り
開
始

し
、
多
く
の
教
職
員
が
参
加
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
形

式
に
て
作
業
を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
の
実
現
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ー
ク
の
策
定
に
お
い
て
は
教
職
員
の
み
な
ら
ず
学

生
に
も
公
募
範
囲
を
広
げ
、
最
終
的
に
教
員
と
学
生

の
合
同
で
応
募
の
あ
っ
た
マ
ー
ク
が
選
定
さ
れ
る
な

ど
、
時
に
学
生
の
参
加
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
行

い
、
ま
さ
に
教
職
学(

教
員
・
職
員
・
学
生)

に
よ
る

全
学
的
な
取
組
み
と
し
て
進
め
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

1
年
後
の
２
０
１
8
年
1
月
に
「
日
本
獣
医
生
命
科

学
大
学　

中
長
期
計
画
（
第
1
期
）」
が
完
成
し
、
改

め
て
こ
こ
に
中
長
期
計
画
の
概
要
を
列
挙
し
ま
す
。

【
中
長
期
計
画
の
概
要
】

〇�

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト

　
　
（
社
会
へ
の
宣
誓
）

　

Connect with the Future

　

～�

動
物
と
人
を
つ
な
ぎ
、都
市
と
地
方
を
つ
な
ぐ
、

獣
医
・
生
命
科
学
の
情
報
発
信
拠
点
～

〇
ビ
ジ
ョ
ン

　
　
（
15
年
後
の
将
来
像
）

⑴
「
教
育
」
で
つ
な
ぐ
ミ
ラ
イ

　

①�

「
学
生
満
足
度
の
高
い
大
学
」
に
つ
な
が
る
教

育
を
実
施
し
ま
す

　

②�

武
蔵
野
か
ら
世
界
へ
、
獣
医
生
命
科
学
の
ト
ッ

プ
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
ま
す

　

③�

都
市
型
大
学
と
し
て
の
特
色
あ
る
教
育
シ
ス
テ

ム
を
創
出
し
ま
す

⑵
「
研
究
」
で
つ
な
ぐ
ミ
ラ
イ

　

①�

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
「
食
・
環
境
・
生
命（One 

health

）」
研
究
を
行
い
ま
す

　

②�

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
獣
医
畜
産
研
究
を
発
信
し
ま
す

　

③�

研
究
成
果
の
評
価
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
ま
す

　

④�

効
率
的
に
研
究
が
で
き
る
大
学
に
し
ま
す

⑶
「
学
生
支
援
」
で
つ
な
ぐ
ミ
ラ
イ

　

①�

学
修
環
境
と
面
倒
見
の
良
い
大
学
に
し
ま
す

　

②�

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
環
境
で
学
生
の
未
来
を
支
援

で
き
る
輪
を
持
つ
大
学
に
し
ま
す

⑷
「
管
理
運
営
」
で
つ
な
ぐ
ミ
ラ
イ

　

①�

大
学
関
係
者
が
愛
と
誇
り
を
持
て
る
大
学
に
し

ま
す

　

②�
個
が
評
価
さ
れ
る
喜
び
に
満
ち
た
大
学
に
し
ま
す

　

③�
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
多
様
な
人
材
を
育
成

す
る
大
学
に
し
ま
す

　

④�

健
康
に
生
き
生
き
と
学
べ
る
大
学
に
し
ま
す

　

⑤�

財
政
基
盤
を
確
立
し
、
強
い
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
と
危
機
管
理
体
制
を
構
築
し
ま
す

⑸�

「
社
会
貢
献
・
産
官
学
連
携
」
で
つ
な
ぐ
ミ
ラ
イ

　

①�

動
物
に
関
す
る
多
様
な
社
会
貢
献
活
動
を
推
進

し
ま
す

　

②�

ニ
チ
ジ
ュ
ウ
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
情
報
発
信
を

通
じ
た
「
誰
も
が
来
て
み
た
く
な
る
大
学
」
に

し
ま
す

　

③�

社
会
・
企
業
と
よ
り
深
く
つ
な
が
る
ユ
ニ
ー
ク

な
教
育
研
究
を
推
進
し
ま
す

　

④�

社
会
貢
献
・
産
官
学
連
携
に
取
り
組
め
る
体
制

を
つ
く
り
ま
す

⑹
「
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
」
で
つ
な
ぐ
ミ
ラ
イ

　

①�

動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
の
臨
床
教
育
を
充
実
さ
せ

ま
す

　

②�

動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
の
動
物
医
療
体
制
を
充
実

さ
せ
、
財
政
に
貢
献
し
ま
す

　

③�

動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
の
臨
床
研
究
を
充
実
さ
せ

ま
す

〇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ー
ク

　

こ
の
中
長
期
計
画
は
策
定
を
開
始
し
た
２
０
１
６

年
を
1
年
目
と
し
て
創
立
１
５
0
周
年
を
迎
え
る
２

０
３
１
年
ま
で
の
15
年
間
の
計
画
で
あ
り
、
5
年
を

1
期
と
し
て
3
期
に
分
け
て
実
行
さ
れ
ま
す
。
そ
し

て
1
期
か
ら
2
期
に
移
行
す
る
２
０
２
0
年
10
月
か

ら
２
０
２
1
年
9
月
の
間
に
は
中
期
計
画
の
見
直
し

を
改
め
て
実
施
い
た
し
ま
す
。
中
長
期
計
画
の
見
直

し
に
お
い
て
は
同
窓
生
の
皆
様
に
も
ご
助
言
い
た
だ
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く
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
の
で
引
き
続
き
、

ご
支
援
、
ご
協
力
の
ほ
ど
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

２
．
ニ
チ
ジ
ュ
ウ
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　
　
　
　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　

大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
は
大
学
の
顔
で
あ
り
、
教
育
研

究
活
動
の
基
盤
で
あ
る
と
と
も
に
、
学
生
に
と
っ
て

は
学
習
の
場
、
卒
業
生
に
と
っ
て
は
母
校
と
し
て
思

い
出
の
場
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
大
学
で

学
ぼ
う
と
す
る
人
や
地
域
に
暮
ら
す
人
々
に
と
っ
て

も
魅
力
的
で
あ
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
中
長
期
的
な
視
点
に
た
っ
た
施
設
整
備
を
進

め
る
た
め
の
計
画
を
示
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
更
な
る

活
用
を
推
進
す
る
た
め
、
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学

　

施
設
設
備
計
画
書
「
ニ
チ
ジ
ュ
ウ
キ
ャ
ン
パ
ス
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
策
定
を
検
討
し
、
２
０
１
９
年

3
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
」
に
て
定
め

た
「
つ
な
ぐ
」
拠
点
と
し
て
、
動
物
と
人
、
都
市
と

地
方
を
つ
な
ぐ
キ
ャ
ン
パ
ス
を
整
備
す
る
こ
と
を
基

本
方
針
と
し
て
、
1
号
棟
、
2
号
棟
・
3
号
棟
、
第
2

校
舎
21
号
棟
の
整
備
計
画
の
概
要
を
列
挙
し
ま
す
。

【
ニ
チ
ジ
ュ
ウ
キ
ャ
ン
パ
ス 

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
】

⑴ 

１
号
棟　

　

地
域
と
社
会
を
つ
な
ぐ
拠
点

　

�　
歴
史
的
建
造
物
と
し
て
次
世
代
に
継
承
す
る
た

め
長
寿
命
化
事
業
と
し
て
耐
震
診
断
・
補
強
工
事

を
実
施
し
、
地
域
連
携
や
産
学
連
携
を
包
括
し
た

施
設
と
し
て
活
用
す
る
。
特
に
武
蔵
境
や
武
蔵
野

市
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
、
動
物
と
人
、
都
市

と
地
方
を
つ
な
ぐ
キ
ャ
ン
パ
ス
の
象
徴
的
な
建
造

物
と
し
て
、
保
存
・
活
用
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

⑵ 

２
号
棟
・
３
号
棟

　

安
心
安
全
な
学
生
や
教
職
員
を
つ
な
ぐ
拠
点

　

�　
2
棟
と
も
に
解
体
し
、
学
生
部
室
の
再
移
転
を

含
む
学
生
総
合
支
援
施
設
を
中
心
と
し
た
新
し
い

建
物
の
建
築
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

⑶ 

２１
号
棟
（
第
二
校
舎
）

　

�

行
政
機
関
や
地
域
住
民
も
含
ん
だ
人
と
動
物
を
つ

な
ぐ
拠
点

　
�　

1
号
棟
と
同
様
に
長
寿
命
化
事
業
と
し
て
耐
震

診
断
・
耐
震
補
強
工
事
を
行
い
、
獣
医
学
教
育
評

価
の
受
審
を
見
据
え
た
産
業
動
物
関
連
施
設
等
の

整
備
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
再
開
発
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
ニ
チ
ジ
ュ

ウ
キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
検
討
委
員
会
を
設

置
し
、
21
号
棟
及
び
新
棟
の
用
途
に
つ
い
て
検
討
を

開
始
す
る
運
び
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
年
初
に
あ
た
り
、
今
年
が
同
窓
会
の
さ
ら

な
る
躍
進
の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
祈
念
し
、
引
き

続
き
同
窓
の
皆
様
に
は
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
助
言

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

注
）
各
棟
は
次
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

１
号
棟
：�

現
在
正
面
玄
関
、
同
窓
会
事
務
局
と
し
て

使
用
中

２
号
棟
：�

生
理
、
微
生
物
な
ど
の
教
室
、
後
に
学
生

会
館

３
号
棟
：
畜
産
学
科
教
室
、
後
に
看
護
学
科
教
室

　

日
獣
ミ
ル
ク
会
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
第
一
回
設
立
記
念
集
会
」を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

該
当
す
る
方
は
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
入
会
資
格
は
、
左
記
・
趣
意
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

�

日
時　

２
０
２
0
年
2
月
29
日
（
土
）
15
時
～
17
時

乳
業
会
の
同
窓
生
に
よ
る
「
ミ
ル
ク
会
」
設
立　

─
会
員
募
集
─

藤
田
　
学
（
畜
産
食
品
工
学
科
28
期
）

会
場　

本
学 

Ｂ
５
１
3
教
室
に
て

�

申
し
込
み
方
法　

メ
ー
ル
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

ア
ド
レ
ス nvlum

ilk@
yahoo.co,jp

　

※�

氏
名
、卒
業
年
度
、所
属
、簡
単
な
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

終
了
後
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

　
　
（
詳
細
は
当
日
ご
案
内
い
た
し
ま
す
）


